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	応用
	抗原情報
	背景
	このプロトオンコゲンは、様々な腫瘍細胞株で高発現しており、チロシンキナーゼインスリン受容体遺伝子のセブンレスサブファミリーに属します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、チロシンキナーゼ活性を有するI型膜タンパク質です。このタンパク質は、成長因子受容体または分化因子受容体として機能する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,疾患：多形性神経膠芽腫（GBM）において、ROS1に関連する染色体異常が認められます。染色体6q21のホモ接合欠失により、恒常的な受容体チロシンキナーゼ活性を有するGOPC-ROS1キメラタンパク質が発現する。,機能：これはおそらく、チロシンタンパク質キナーゼ活性を有する細胞増殖因子または分化因子受容体である。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。チロシンタンパク質キナーゼファミリー。インスリン受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：9つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,
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	Helaのウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈で4℃、一晩。二次抗体は1:10000希釈で25℃、1.5時間。

